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人
口
と
世
帯
 、

」
 

8月末現在 前年同月比 

男 6,466人 △ 67人 

女 7,042人 △ 66人 

計 13,508人 △133人 

世帯数 	3,902 △ 11 



県
学
童
野
球
地
元
勢
同
士
の
決
勝
．
 

川
倉
に
軍
配
 

米
の
売
り
買
い
は
、正
規
の
ル
ー
ト
を
守
り
 

ヤ
ミ
米
を追
放
しよ
う
 

決
 
勝
 

川
 
倉
 

金
 

木
 

青
森
県
軟
式
野
球
連
盟
主
催

の
第
ニ
十
回
青
森
県
少
年
野
球

大
会
学
童
の
部
の
大
会
が
八
月

十
七

・
十
八
の
ニ
日
間
に
わ
た

っ
て
あ
し
の
野
球
場
、
金
木
中

学
校
野
球
場
を
使
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
は
県
内
十
二
地

区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
十
三
 

力
ノ
 

0
0

0
 

ク
 

0
0

0
 

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
背
森
県

一

を
決
め
る
も
の
で
、
北
郡
地
区

代
表
と
し
て
地
元
か
ら
川
倉
ク

ラ
プ
と
金
木
ク
ラ
プ
の
ニ
チ
ー
 

ム
が
出
場
と
あ
っ
て
、
観
客
も

典
奮
ぎ
み
に
身
を
乗
り
出
し
、
 

白
球
の
行
方
に
声
援
を
送
っ
て

い
た
。
 

川
倉
ク
ラ
プ
は
一
回
戦
に
蟹
 
 田

ク
ラ
プ

（
東
部地
区
代
表
）
 

を
ニ
ー
〇
、
二
回
戦
岡
三
沢
ク

ラ
プ

（
三
沢地
区
代
表
）
を
六
 

ー
二
、
準
決
勝
み
な
み
ク
ラ
プ
 

（五
所
川
原
地
区
代
表
）
を
六
 

ー
三
と
勝
ち
進
み
、
ま
た
、
金

木
ク
ラ
ブ
は
ニ
回
職
か
ら
登
場

と
な
り
、
浪
打
小
ク
ラ
プ

（
背

森
地
区
代
表
）
を
五
ー
三
と
下

し
、
準
決
勝
で
は
船
沢
ク
ラ
プ
 

（
弘前
地
区
代
表
）
に
五
ー
一
一

で
勝
ち
、
結
果
、
地
元
金
木
勢

同
士
の
決
勝
と
な
っ
た
。
 

決
勝
で
は
川
倉
ク
ラ
プ
中
谷

幸
治
君
、
金
木
ク
ラ
ブ
原
田

一

範
君
の
両
エ
ー
ス
が
序
盤
か
ら

絶
好
調
。
そ
し
て
堅
実
な
守
り

と
相
ま
っ
て
五
回
ま
で
三
塁
を

踏
ま
せ
な
い
状
況
。
そ
し
て
六

回
裏
、
金
木
ク
ラ
プ
が
初
め
て

三
塁
ま
で
い
っ
た
が
後
統
が
な

く
惜
し
く
も
点
入
ら
ず
。
 

「
ピ
ン
チ
の
あ
と
に
チ
ャ
ン
 
 ス

あ
り
」
 
の
言葉
ど
お
り
続
く

七
回
表
、
川
倉
ク
ラ
プ
が
四
球

で
出
た
ラ
ン
ナ
ー
工
藤
晃
大
君

が
挟
殺
プ
レ
ー
く
ず
れ
で
二
塁

に
残
っ
た
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
、
 

三
番
中
谷
貴
昌
君
が
三
塁
手
の

頭
上
を
越
え
る
左
翼
線
適
時
一
一

塁
打
を
放
ち
、
こ
れ
が
決
勝
点

に
な
っ
た
。
 

北
郡
代
表
が
優
勝
、
準
優
勝

に
輝
い
た
の
は
初
の
快
挙
で
あ

り
、
両
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
は
お

し
み
な
い
感
動
の
拍
手
が
送
ら

れ
た
。
 

こ
の
大
会
で
の
も
う
ー
つ
の

話
題
は
、
参
加
選
手
中
の
紅
一

点
、
川
倉
ク
ラ
プ
白
川
薫
選
手

の
動
向
。
本
来
は
正
選
手
な
の

だ
が
こ
の
夏
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
試
合
が
あ
り
、
自
ら
も
主
将

で
あ
る
た
め
、
野
球
の
練
習
が

出
来
ず
ボ
ー
ル
を
握
っ
た
の
が

一
週
間
ほ
ど
前
で
あ
っ
た
た
め

に
、
控
え
に
回
っ
て
い
た
も
の

の
、
ス
ラ
リ
と
し
た
長
身
と
可

愛
い
笑
顔
に
は
打
席
に
立
つ
度

に
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
た
。
 

地
元
金
木
勢
同
士
の
決
勝
、
 

女
の
子
選
手
の
出
場
と
、
話
題

と
盛
リ
上
が
り
に
事
欠
か
な
い

大
会
で
あ
っ
た
。
 

今
年
の
稲
作
は
、
皆
さ
ん
の

栽
培
管
理
の
ご
努
力
と
好
天
候

に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
豊
作

が
予
想
さ
れ
て
お
リ
、
米
の
検

査
業
務
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
と

し
て
、
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申

し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
米
の
適
正
な
流
通
を

確
保
す
る
た
め
、
国
、
県
、
市

町
村
、
生
産
者
団
体
等
が

一
体

と
な
っ
て
不
正
規
流
通
米

（
ヤ

ミ
米
）
を
防
止
し
、
全
量
集
荷

の
連
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

国
民
の
主
食
で
あ
る
米
に
つ

い
て
は
、
食
槻
管
理
制
度
に
よ

り
政
府
と
の
契
約
数
量
は
、
全

量
売
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
農
家
保
有
米
を
除
い

た
余
裕
米

（超
過
米
）
は
、
生

産
者
の
希
望
に
よ
り
代
表
者
名
 

（名
前
を
出
さ
な
い
）
で
、
而

も
、
集
荷
登
録
に
関
係
な
く
県

内
の

一
次
集
荷
業
者
を
通
じ
て

売
渡
し
の
で
き
る
「
特
別
集
荷

制
度
」
が
六
十
年
産
米
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

特
別
集
荷
制
度
を
活
用
し
て

正
規
の
売
渡
し
を
す
る
こ
と
が

食
糧
管
理
制
度
を
維
持
す
る
こ

と
に
も
な
リ
ま
す
の
で
、
適
正

集
荷
に
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
本
年
産
米
か
ら
農
産

物
検
査
法
の
規
格
規
程
が

】
部

改
正
さ
れ
、
青
森
県
の
場
合
は

産
地
品
種
銘
柄
と
し
て
ム
ツ
ホ

ナ
ミ
（
現
行
）
に
、
む
つ
ほ
ま

れ

（四
類
地
帯
の
も
の
）
、
ア

キ
ヒ
カ
リ
が
指
定
さ
れ
、
さ
ら

に
、
政
府
米
の
産
地
品
種
別
管

理
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
リ

ま
し
た
（
む
つ
か
お
リ
も
別
管

理
）
。
 

従
っ
て
、
検
査
は
品
種
別
検

査
と
な
リ
ま
す
の
で
、
刈
り
取

リ
、
脱
殺
、
も
み
ず
り
等
に
つ

い
て
は
、
区
別
し
て
行
い
品
鍾

別
に
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
食
糧
事

務
所
五
所
川
原
支
所

（
電話
番

号
三
五
ー
二

一
三
八
）
又
は
、
 

最
寄
り
の
集
荷
業
者
へ
お
尋
ね

下
さ
い
。
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総
勢
六

十
一
名
 

み
ん
な

ケ
ッ
パ
ル
 

県
民
体
育
大
会
 

金
木
町
成
人
を
祝
う
会
が
八

月
十
五
日
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
新
成
人
百
三
十

一
人
が
出

席
し
て
祝
い
の
門
山
に
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
大
僑
町
長
が
 
コ
ー
 

ー
 

十
歳
を
迎
え
て
の
新
た
な
る
飛

躍
を
期
待
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
が
あ

っ
た
後
、
嘉
瀬
東
町
の
小
松
か

ず
み
さ
ん
が
 
「こ
れ
か
ら
は
新

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
 

一
 

金
木
町
に
調
和
す
る
町
づ
く
リ

や
、
ゆ
と
リ
の
あ
る
楽
し
み
な

が
ら
生
活
で
き
る
金
木
町
に
な

る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞

を
の
べ
た
後
、
 「
二
十
歳
の
主

張
』
 
へ
と
移り
、
金
木
南
新
町

の
横
野
裕
丈
さ
ん
と
川
倉
上
宇

田
野
の
泉
谷
剛
さ
ん
が
熱
弁
を

ふ
る
っ
た
v
特
に
泉
谷
剛
さ
ん

は
、
若
き
農
業
後
継
者
の
立
場

か
ら
今
の
厳
し
い
農
業
情
勢
や

米
来
に
向
け
て
の
農
業
に
つ
い

て
訴
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
へ
の
役
割
に
つ
い
て
大
い

に
語
っ
た
。
 

そ
の
後
、
懇
親
会
に
入
る
と

緊
張
し
て
い
た
顔
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
、
隣
同
士
、
ま
た
は
久
し

ぶ
り
に
見
る
顔
同
士
眉
を
叩
き

あ
っ
た
り
し
な
が
ら
懇
談
し
て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
金
木
太
宰
ふ
る
さ
と
会
に
よ

る
奴
デ
ィ
ス
コ
が
披
露
さ
れ
、
 

会
場
か
ら
ヤ
ン
ヤ
の
喝
釆
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

第
四
十
四
回
市
町
村
対
抗
県

民
体
育
大
会
が
八
月
十
九

・
一
一

十
日
の
両
日
八
戸
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
は
選
乎

役
貝
総
勢
六
十

一
名
が
競
技
に

参
加
、
地
元
の
期
待
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
 

大
会
畠
発
に
先
立
ち
、
十
九

日
早
朝
、
役
場
前
に
お
い
て
参

加
選
手
団
に
よ
る
結
団
式
が
行

わ
れ
、
町
長
が
「
町
の
名
誉
と

期
待
を
担
っ
て
頑
張
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
」
 
と
激励
が
あ
っ
た

後
、
軟
式
庭
球
の
角
田
憲
美
選
 
 手

に
団
旗
が
手
渡
さ
れ
、
同
ー
一

く
軟
式
庭
球
工
藤
文
久
監
督
が
 

「
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
と
力
を
十

二
分
に
発
揮
し
、
金
木
町
の
栄

誉
と
ス
ポ
ー
ッ
発
展
の
た
め
頑

張
っ
て
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言

葉
を
の
べ
締
め
く
く
っ
た
。
 

参
加
選
乎
お
よ
び
入
賞
者
は

次
の
通
リ

I
 

⑥
参
加
選
手
 

＊
陸
上
競
技
 

山
本
美
雪
、
小
林
美
香
、
泉

谷
ゆ
か
り
、
中
谷
広
美
、
泉

谷
慶
志
、
田
中
ニ
三
猛
、
福
 
 

L
嘉
雄
、
棟
方
久
幸
、
中
谷
 

弘
通
、
中
谷
委
弘
 

＊
相
撲
競
技
 

に
藤
弘
美
、
平
川
久

一
、
原
 

田
雄
大
 

＊
柔
道
競
技
 

大
川
竹
光
、
金
本
敬
夫
、
山
 

崎
憲
一
、
荒
関
正

一
 

＊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
 

木
下
香
、
鎌
川
高
子
．
工
藤
 

準
子
、
桑
田
恵
f
、
田
中
一
一
 

紀
子
、
古
川
真
由
美
、
今
弘
 

美
、
加
賀
谷
み
ち
よ
、
蒔
田
 

幸
子
、
斎
藤
保
美
子
、
斎
藤
 

用
加
 

＊
軟
式
庭
球
 

大
井
英
明
、
角
田
憲
美
、
工
 

藤
孝
、
長
利
育
美
、
工
藤
由
 

賀
子
、
長
尾
久
美
子
 

＊
テ
ー
ー
ス
 

夏
坂
泰
寛
、
伊
藤

一
ニ
三
、
 

阿
部
陽
一
、
今
重
彦
、
野
村
 

ゆ
う
こ
、
野
村
し
の
ぶ
 

＠
入
賞
 

＊
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

女
子
準
優
勝
 

＊
軟
式
庭
球
 

大
井
英
明
・
工
藤
孝
組
 

準
優
勝
 

＊
陸
上
競
技
女
子
砲
丸
投
げ
 

川
中
．
．紀
f
 
第
二
位
 

＊
陸
上
競
技
 

女
f
四
百
””
リ
レ
ー
第
五
位
 

③ 金木だより川川1111111 

新
 
成
 
伏
 
誕
 
生
 

平
成
元
年
度

1
3成
人
を

祝
う
会
 

▲謝辞をのべる小松かずみさん 

▲誓いの言葉をのべる工藤文久君 



，
一
一
 

▲新町々内会の集積場所 

学
校
部
活
動
紹
介
③
 

ぎ
 
喜
良

市

小
学

校
 

ハ
讐
 

相
撲
部
 

守
包
記
て
ゆ
臼
ワ
む
？
 

g
め
銀
囲
の
冒
臼
り
 

ほ
く
達
の
学
校
の
相
換
部
は
、
 

六
年
生
が
ぼ
く
一
人
で
、
あ
と

四
年
生
が
、
木
田
隆
紀
、
藤
元

新
、
桑
田
貴
幸
、
鳴
海
竹
織
、
 

今
賢
二
、
桑
田
久
光
、
桑
田
拓

也
で
、
合
計
八
人
で
す
o
 

そ
の
う
ち
、
去
年
か
ら
相
換

を
や
っ
て
い
る
人
は
、
二
人
し

か
い
ま
せ
ん
。
 

練
習
時
間
は
、
午
後
の
四
時

ご
ろ
か
ら
始
め
て
、
六
時
ご
ろ

ま
で
や
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
チ
 
 は

P
T
A
会
長
の
木
田
さ
ん
で

い
つ
も
き
び
し
く
教
え
て
く
れ

ま
す
。
 

初
め
は
、
ま
わ
し
も
う
ま
く

し
め
れ
な
い
で
、
と
て
も
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
 

今
年
は
六
つ
の
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
五
年
生
、
六
年

生
が
い
な
い
の
で
団
体
戦
で
は

ず
い
分
困
り
ま
し
た
。
 

で
も
、
み
ん
な
よ
く
が
ん
ば

り
ま
し
た
。
今
泉
の
大
会
で
は
、
 

木
田
隆
紀
が
前
に
出
る
相
撲
で

三
位
に
入
賞
で
き
ま
し
た
。
 

春
か
ら
み
る
と
、
み
ん
な
と

て
も
上
手
に
な
っ
て
、
コ
ー
チ

や
監
督
か
ら
ほ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

ぼ
く
は
、
六
年
生
で
一
人
し

か
い
な
い
の
で
、
特
に
が
ん
ば

ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
や
っ
て

来
ま
し
た
。
 

ぽ
く
が
卒
業
す
れ
ば
、
来
年

は
六
年
生
が
い
な
く
な
る
の
で
、
 

も
っ
と
相
換
部
に
入
る
人
が
ふ

え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

で
も
今
四
年
生
は
、
み
ん
な

一
生
け
ん
命
で
、
よ
く
が
ん
ば

っ
て
い
る
の
で
、
来
年
は
、
も

っ
と
活
躍
し
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
 

相
撲
部
代
表
 

六
年
 
古
川
真
司
 

家
庭
系
の
排
出
ご
み
は
、
決

め
ら
れ
た
日
時
に
「
燃
え
る
ご

み
」
と
 
「燃
え
な
い
ご
み
」
を

分
別
し
、
町
内
会
毎
に
「
ご
み

集
積
場
所
」
 
へ排
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
町
全
域
で
三
〇
四
箇

所
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
股

置
さ
れ
て
い
て
、
町
内
会
毎
に

立
派
な
施
設
や
看
板
を
つ
く
り
、
 

決
ま
り
ご
と
を
完
全
に
守
っ
て

い
る
と
こ
ろ
と
、
余
り
守
ら
れ
 
 て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

写
真
は
、
嘉
瀬
地
区
の
新
町
々

内
会
の
集
積
場
所
で
す
が
、
》」
 

み
の
不
法
排
山
の
な
い
よ
う
に

お
互
い
に
注
意
し
あ
い
、
い
つ

も
清
潔
を
保
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
町
内
会
組
織
や
活
動
が
上

手
に
行
な
わ
れ
て
い
る
一
例
で

す
が
、
ご
み
集
積
場
所
全
て
が

決
ま
り
を
守
っ
て
排
出
さ
れ
た

ら
環
境
衛
生
美
観
に
役
立
つ
こ

と
問
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

囚
民
年
金
が
施
行
さ
れ
て
今

年
で
三
十
年
と
な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
昭
和
六
十
一

年
四
月
に
、
基
礎
年
金
の
支
給

と
い
う
全
国
民
対
象
の
制
度
と

し
て
、
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
 

ま
す
ま
す
身
近
な
年
金
制
度
と

な
り
ま
し
た
。
 

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
へ
の

突
入
と
い
う
時
代
に
生
き
る
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
老
後
の
生
活

を
考
え
る
と
き
「
そ
の
生
活
費

に
充
て
る
た
め
の
収
入
の
主
な

手
段
は
何
か
」
が

一
番
切
実
な

問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
の
年
金
も
、
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
 

十
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進

月
問
と
し
て
、
国
民
年
金
に
対

す
る
正
し
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
積
極
的
に
求
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
、
も
う

一
度
、
あ
な
た
自
身

の
 
「年
金
』
を
点
検
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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年
金
制
度

推
進
月
間
で
す
 



万
、
 

金木だより川川IHIHIIII"' 

▼小中学生による “奴流し踊り” 

惜しみゆく夏 

ほとばしるエナジー 

金木夏まつり 

夏
の
恒
例
行
事
、
金
木
夏
ま

つ
り
が
八
月
十
五
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の
三
日
間
開
か
れ
た
。
 

ま
つ
り
は
、
県
の
無
形
文
化

財
の
奴
踊
り
や
ネ
ブ
タ
運
行
、
 

納
涼
カ
ラ
ォ
ケ
大
会
、
町
内
小

学
校
相
撲
大
会
、
そ
れ
に
ま
つ

り
の
目
玉
、
特
別
公
演
、
渚
ゆ

う
子
歌
謡
シ
ョ
ウ
な
ど
、
多
彩

な
催
し
物
で
お
盆
帰
省
中
の
人

を
含
め
て
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
 

へ
 

A下町 “左甚五郎” ▲若松町 “三国志” 

ねぷに競演F, 
●金木農協 “三国志” ▼朝町 “三国志” 

A上 町 “三国志” 

▼新富町 “三国志” 

A 正 調 “奴 踊 り” A山道町 “維新の嵐” 



金
木
町

生
涯

ス
ポ

ー
ツ
推
進
事

業
③
 

少
 
年
 
剣
 
道
 
教
 
室
 

少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

嘉
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
 

手
作
り
ぞ
う
き
ん
寄
贈
 

ー
ハ
月Jハ
日
（
火
）
か
ら
六
月

ニ
十
七
日

（
火
）
ま
で
金
木
共

同
高
等
職
業
訓
練
校
講
堂
に
お

い
て
、
少
年
剣
道
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

昨
年
よ
り
や
や
参
加
者
が
減

っ
た
も
の
の
、
三
歳
の
子
供
の
 
 

参
加
も
あ
り
、
楽
し
い
雰
囲
気

の
教
室
内
容
で
あ
っ
た
。
 

「礼
で
は
じ
ま
リ
、
礼
で
お

わ
る
」
剣
道
は
、
静
か
ら
動
へ

の
精
神
、
体
力
が

一
体
と
な
っ

た
激
し
く
、
厳
し

い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
が
子
供
達
に
は
魅
力
が
あ
 
 

る
よ
う
で
、

最
初
打
た
れ
て
泣

い
て
い
た
子
供
も
こ
れ
か
ら
も

っ
と
も
っ
と
槽
古
し

て
強
く
な

り
た
い

と
元
気
に
声
を
張
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
月
十
四
日

（
金
）
 

か
ら
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ

ン
タ

ー
と
金
木
4
1学
校
体
育

館

を
会
場
に
少
年
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
度
は
中
学
生
を
主
体
と

し
て
行
わ
れ
、
参
加
し
た
生
徒

の
中
に
は
技
術

の
す
ぐ
れ
た
子

も
い
ま
し
た
が
大
部
分
の
子
が

ポ
ー
ル
に
身
体
が

つ
い
て
ゆ
け

ず
、
基
礎
体
力
の
大
切
さ
を
勉

強
し
た
よ
う
で
し
た
。
 

ま
た
、
指
導
に
あ
た
っ

た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

（
代
表

・
伊

藤
則
子
）
の

メ
ン
バ

ー
は
将
来

の
 
「オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
」
 
と

ま
で

い
か
な
い
が
、

金
木
町
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
の
た
め
、
 

ぜ
ひ
力
を
つ
け
て
ほ
し

い
と
熱

心
に
基
礎
プ

レ
ー
を
指
導
し
て

い
ま
し
た
。
 

（
中
央
公
民
館
 
大
橋
聖
彦
）
 

嘉
瀬
老
人

ク
ラ
プ

（
木
村
金

利
会
長
）
が
八
月
二
十
八
日
、
 

第
三
保
育
所
、
嘉
瀬
小
学
校
、
 

金
木
南
中

学
校
を
訪
れ
、
ぞ
う

き
ん
を
寄

贈
、
大
変
喜
ば
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
日
、
贈
呈
に
訪
れ
た
の

は
白
川
ミ
ツ
さ

ん
と
鳴
海
タ
ネ

さ
ん
の
ニ
人
で
、

嘉
瀬
小
学
校

で
は
原
田
校
長
か
ら
「

タ
オ
ル

で
作
っ
た
手
づ
く
リ
ぞ
う
き
ん

の
ほ
う
が
水
を
よ
く
吸
い
、

市

販
の
ぞ
う
き
ん
な
ど

よ
リ
大
変

使
い
ご

ご
ち
が

い
い
。
何
時
も
 
 

有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お
礼

が
述
ぺ
ら
れ
、

ま
た
、
金
木
南

巾
学
校
で
は
、
土
岐
進
栄
生
徒

会
長
が
立
ち
会

い
、
 
「あ
リ
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
す
ぐ
に
も

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 
と

元
気
な
声
で
お
礼
を
し

て
い
ま

し
た
。
 

ぞ
う
き
ん
の

寄
贈
は
今
年
に

入
っ
て
ニ
回
目
で
、

こ
れ
は
ク

ラ
プ
員
達
が
自
分
達
で
な
に
か

社
会
に
還
元
で
き
る
も
の

は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
各
自
が

自
宅
で
余
っ
た
タ
オ
ル
を
便
っ
 

一
一
．
 

て
作
っ
た
も
の
で
、

こ
れ
を
各

人
が
持
ち
よ
っ
て
寄
贈
し
て
い

る
も
の
で
す
。
 

「
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
は
あ

る
が
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。
 

●

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
知
識
●
 

化
学
パ
ル
プ
と
 

機
械
パ
ル
プ
 

新
聞
や
雑
誌
、

封
筒
や
便
隻

な
ど
、
私
達
の
回
リ
に
は
様

々

な
種
類
の
紙
が
あ
リ
ま
す
。

こ

れ
ら
の
紙
は
木
材
か
ら
作

ら
れ

る
 
「パ
ル
プ
」
 
が原
料
で
す
。
 

パ
ル
プ
は
大
き
く
分
け
て
 
「化

学
バ
ル
プ

」
と
「
機
械
パ

ル
プ
」
 

が
あ
り
ま
す
。

化
学
パ
ル
プ

は

木
材
を
砕
い

た
チ
ッ
プ
（
木
片
）
 

に
含
ま
れ
て
い

る
リ
グ

ニ
ン
繊

維
を
化
学
処

理
に
よ
っ
て
取
リ

除
き
、
加
工
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
れ
は
ノ
ー
ト

や
本
な
ど
に
幅

広
く
使
用
さ
れ
ま
す
。
機
械
パ

ル
プ
は
、
原
木
を
機
械
的
に
処

理
し
加
工
さ
れ
た
パ
ル
プ
で
す
。
 

こ
れ
を
紙
に
す
る
と
、
化
学
パ

ル
プ
で
作
ら
れ
た
紙
に
比
ぺ
、
 

紙
面
が
肌
一
っぽ
い
の
が
特
徴
で

す
。
新
聞
紙
や
ざ
ら
紙
は
こ
の

機
械
パ
ル
プ
を
使
用
し
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
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▲打ち込みの練習をする生徒たち 

「
月

一

d
（い
 

▲鳴海タネさん（右）と土岐生徒会長 



金
木

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
 

喜
良

市
小
に

一
輪
車
寄
贈
 

来
年
も
ま
た
元

気
な
顔
で
 

出
稼
者
安
全
就
労

と
留
守
家
族
激
励
会
 

社
会
奉
仕
を
基
本
理
念

と
す

る
団
体
、
金
木

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

（
木
村
裕
悦
会
長
）
が
、
 

喜
良
市
小
学
校
（
鎌
田
連

二
校

長
）
に
一
輪
車
十
二
台
を
寄

贈

し
て
児
童
達
に
大
変
よ
ろ
こ
ば

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
贈
は
同
ク
ラ
ブ
内
の

社
会
奉
仕
委
員
会

（
松
島
恒
栄

委
貝
長
）
が
中
心
と
な
っ

て
社

会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し

て
行

っ
た
も
の
で
、
喜
良
市
小
学

校

体
育
館
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式

に

は
、
木
村
会
長
、
松
島
委
員
長

等
四
人
が
出
席
。
木
村
会
長
が
 

「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
に
は
誰
も
乗
れ
る
人
が

い

な
い
が
、
小
学
生

の
う
ち

か
ら
 
 

一
輪
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
平
衡
感
覚
が
培
わ
れ
、

ひ
い

て
は
身
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

よ
く
な
る
非
常
に
い
い
乗
り
物

で
す
。
全
員
が
頑
張
っ

て
乗
れ

る
よ
う
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
 

と
挨
拶
。
 

そ
れ
に
答
え
て
、
今
祐
介
児

童
会
長
が
 
「バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

養
い
、
運
動
神
経
が
発

達
す
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
あ
り
が

と

う
ご
ざ

い
ま
す
」
 
と
お
礼の
言

葉
を

の
べ
た
。
 

そ
の
後
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
 

ー
に
よ
っ
て
基
本
的
な
乗
り
方

の
実
技
が
あ
り
、
児
童
そ
れ
ぞ

れ
お
っ
か
な
び
っ
く
り
一
輪
車

に
初
乗
り
し
て
い
た
。
 

今
後
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

持
ち
な
が

ら
も
年
間
三
＋
億
円

と
も
い
わ
れ
、

町
の
米

の
生
産

量
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど

の
基
幹

産
業
に
成
長
し
た
出
稼
ぎ
。
 

そ
の
出
稼
ぎ

者
達
の
組
合
、
 

金
木
町
出
稼
就
労
者
組
合
の
定

時
総
会

お
よ
び
「
出
稼
者
安
全

就
労
と
留
守
家
族
激
励
大
会
」
 

が
、
八
月
十
六
日
中
央
公
民

館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
合

は
、
出
稼
ぎ
就
労
者

の
自
主
的

な
活
動
に
よ
り
明
る
い
健
全
な

出
稼
ぎ
を
実
現
す
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
 

で
す
。
 

総
会
で

は
、
賃
金

の
不
払

い
な
ど
今
後

の
出
稼
ぎ
問
題
や
出

稼
ぎ
訪
間

の
子
定
、
 

金
木
だ
よ
り
の
発
送

状
況
な
ど

い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
提
起
さ
れ

活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
会
後
、
出
稼
ぎ

者
安
全
就
労
と
留
守

家
族
激
励
大
会
が

開

か
れ
、
町
長
が
「
家
 
 

族
と
離
れ
て
暮
ら
す
の
は
精
神

的
に
負
担
が
か
か
り
、
辛
い
も

の
だ
が
、
来
年
も

こ
の
場
で
皆

さ
ん
と
顔
を

あ
わ
せ
た
い
も
の

で
す
」
と
あ
い

さ
つ
の
後
、

伊

藤
町
議
会
議
長
が
「
今
日

の
情

勢
に
お
い
て
は
企
業
誘
致
が

必

要
で
あ
り
議
会

に
お
い
て
も
企

業
誘
致
委
員
会
を
も
っ
て
対
処
、
 

推
進
し

た
い
」
 
と
のべ
ら
れ
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、
懇
親
会

に
移
り
民

謡
や
手
踊
り
に
見
入
り
、
日
ご

ろ
の
疲
れ
を

い
や
し
て
い
ま
し

た
。
 

毎
年
十
月
一
日
は
、
 
「法
の

日
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
「
自

由
」
の
意
味

と
「
法
」
の
役
割

を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
 

〈
個
人

の
自
由
と
法
の
支
配

V
 

個
人
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、

民
主
主
義
社
会

の
生
命
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
そ
の
自
由
は
、
各
人
が
勝

手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
自
由
を

意
味
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま

せ

ん
。
他
の
人
々
も
自
分
と
同
じ

だ
け
の
自
由
を

持
っ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
す
べ
て
の
人

の
自

由
が
平
等
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う

各
人

の
自
由
の
共
存
が
図
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
法
は

こ
の
自
由
の
共
存
を

図
る
た
め
 
 に

重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
民
主
主
義
国

家
の
法
は
、
個
人

の
自
由
を
単

に
隣
人
の
侵
害
か
ら
守
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
 

同
時
に
、
国
な
ど

の
違
法
な
行

為
か
ら
も
守
る
役
目
を
持
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
法
は
、

い
か

な
る
暴
力
も
否
定
し
ま
す
。
暴

力
の
肯
定
は
、
法
を
軽

ん
じ
、
 

自
由
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に

法
に
よ
っ
て
、
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
、
社
会
秩
序
を
確
立
す

る
こ
と
を
 
「法
の
支
配
」
と
い

い
ま
す
。
 

〈
「
法
の
日
」
と
は

V
 

こ
の
法
の
支
配

の
確
立
は
今

後
の
国
際
社
会
に
お
い
て
も
世

界
平
和
を
樹

立
す
る
た
め
の
重

要
な
基
盤

と
な
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
法

の
支
配
の
重
要

性
を
国
民

の
皆
さ
ん
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し

て
、
制
定
さ
れ
た
の
が
「
法
の

日
」
で
す
。
 

裁
判
所
、
法
務
省
及
び
日
本

弁
護
士
連
合
会
で
は
、
毎
年
十

月
一
日

か
ら
の
一
週
間
を
「
法

の
日
」
週
間
と
し
、

こ
の
週
間

の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
今
年
も
全
国
各

地
で
行

事
を
実
施
し
ま
す
。
 

⑦ 金木だよりII川川”I 	 

▲お礼をのべる今祐介児童会長 

▲出席者を激励する町長（中央） 

を迎えて 
10月1日から7日は「法の日」週間です 



"'"mI川川川金木だより ⑧ 

全国豊かな海づ＜り

テ ー マ 募 集 
1 ．目 的 

海は古くから豊かな水産資源を供

給するとともに、自然と親しむ場を

提供するなど、私違の生i舌に大きな 

．恩恵をもたらしてきました。 

このi毎の白然を勺1リ、 「つく リ有

てる漁業」 を推進し、次代につなぐ

豊かで恵みある海づく りをめざし、 

II召和 56年から 「全国豊かな海づく

リ大会」 が毎年開催されてきました

が、平成 2 年度に東北で初めて本県

において大会が開催されることにな

りました。 

この大会をきっかけとして、i毎づ

く りに対する県民の認識がー層深ま

リ、本大会が有意義なものとして成

功することを期待し、この大会に」． 

さわしいテーマを募染します。 

2．テーマの内容 

豊かで恵‘みある、希望にあふれた 

iルづく リがイメージされ，青森県水

巌業の発りモが連想されるもの。 

3．使用目的 
第 lリ［n】全II噺毎ーブく リ大会の各種

広報iん助などに広く利用させていた

ノごきます（大会ポスター、夫会関係

各f心資料、大会記念誌等への掲載大

会会月シ内の肴・板掲示等） 

4．応募資格 

青森県内に居住又は勤務（在学） 

する丹。 個人、 グループ等の制I製は

あリま・せん“ 

5．応募方法 

く）官製葉書に火会テー・マ（ 1編〕 

を記載し．住所（または勤務先ft 
所）、氏名（ふりがなつき）、年

齢、職業（勤務先及び’学校名・“」h 
年）、電話番号を書いて馴Sj竺して

く fごさし、” 

0一人イ可．“でもIt；募できます。 

6．応募締切 
SE,. i武元，三 9 月 3 0 U 

（当日1肖IIl有効） 

o優秀賞 2 点（同上） 

く）IIi 作 3."(I司 l二） 

9．発 表 

人賞片には直接通知するとともに 

県広報，l志等に発表します。 

10．応募作品の取り扱い 

リ応‘募作晶は白作、米発表のしの 

に限リます“ 

‘●人賞作晶の著作lmはすぺて1寺森 

県に帰属します，‘ 
り応募作品は返jョIしません。 

11．送 I)先 

9e 0 3 (1 
青森市劇刊II二】1~ 4 番 :3 号 

社会福祉会館別館 21署 

第 I 3)回全国豊かな海’了く リ大会 

青森県実行委貝会事務局 

Te101 7 712 2-- 1111 

0優秀賞 2 点（同上） 

く）IIi 作 3."(I司 l二） 

(l'I) 4 4 7 8 
ift.iifl ( 7 3 ) 7 7 3 1 

(:35) 2037 

平成元年度 

技能検定試験 
1 ．実施職種 

さく井・機I戒検査・ fII故・建築火 

工・配管・鉄筋施 I二・型枠施工・ 

ガラス施じ等 3 5 職+垂。 

2．受験資格 

1級は 12年以上実務縄験年数を 

有するもの． 

2 級は 3 年」i上上実務経験年数をイ‘ 

するもの。 

II！し、学歴・調料i歴等によリ実務 

経験年数が短新iされます。 

3．受検料 
0央技試験 

7.500IJから 1 2.500rq 
（耳故相tにより異なります） 

0’学科試験 

全●敏利iともー・jIt 2. 3 0 01り 

4．実施日 

くつ実技試験 

』ドI友元年 12 月 8 U（金）から、r 
成 2 年 :3 月 4 日（土）までの指定 

する口。 

くンり‘：科試験 

平JjZ 2 』1三 2 J] 4 Il・1 1 日・ 1 8 
I-Ic'）いずれかのI旨定する日“Iil日‘． 

5. 申込締切 

」勺戊ル年 I 3) 11 I 6 日（月） 

6 ，合格発表 

平I jく 2 年 3 )i 29 El (4:) 
7 ．受付場所 

⑨ I与森県職業能力I刈発協会 

Tel 0 1 7 7 一 38 一 556 1 
F 0 3 0~ 0 1 
青藤市火字野尻字今用43の1 

又は 

《’i，森県商二I二く号働部 

「」織業能力聞発課」 

Tel0 1 77-2 2-1 1 1 1 
（内線2361) 

〒3) 3 3) 
占森市長島 lTnl 番 

国税だより 
お年寄リや心身に障二I'.のある人に 

対しては、税金の'(Iiでいろいろな特 

典が‘受けられています．. 
＠お年寄りが受けられる特典 

0所得税の老年者控除 

0 公自り年金」空断＝ 

⑥お年寄リを扶養している人が受け 

られる特典 

()所得税の配偶者・I夫養I空除 

⑥心身障害者本人が受けられる特典 

0所件税の障害者控除 

0相続税の障害者控除 

0l、’別障害者の附与 431.の非課悦 

()心身障二If 者共i斉制」奮に基づく給 

付金の非課税 

回心身障書者を扶養している人が受 

けられる特典 

0所得I見の障害者控除 

0持別障害片と同居している場合 

の配偶粋・扶養控除 

このほかに，心身障害片を雇H」し 

ている事業所が受けられる持典もあ 

リます。 

J予しくは、推寄りの税務相談室や 

税務署にお尋1」くノごさい、． 

暮らしと電気安全 

＠断線した電線には、さわらむい
二百ニ I・“は、立春からニ百ニ十

日目の日でニ百十日ク〉十日後の日で

す。 

暦では 9 月11日頃に当たリ、農

業て1よ昔から厄R として恐れられて

おリます。 統計的にしニ百十日以降 

9 月下旬頃に台風が集中して発生、 

毎年日本の各地に風水害の被’書を出

しておリます。 

台風による電気設備の被害は、1足
力会社から一般グ）ご家庭まで多岐に

わたりますが、身近なしのは、家屋

浸水による電気設網の冠水、電力会

社の電柱の倒I製」く’断線があリます。 

幽i新lした電線には、電気が流れて

し、ることがあリますので．絶対に手

を触れないでください‘ 

消 費 生 活 

アドバイザー 
消費者と企業の “かけ僑” として

消費者の苫f青や注文を企業経‘肖,に反 

●央させる一方，消費者にも商‘ll‘の安

全などについて、適切なアドパイス

のできる人材。 

j山Il布’li業大臣の，l2定による資’hてン

毎年一回．秋に認定試験が行われて

います。 

受験資格は学鵬、1生別の制IJ‘はな
く、満28 歳以 Lの人であれば、【Iミ
務機験の有無に関係なく受験できま

す。た /ごし満 28歳以下でし．実務

経験者は受験できます。 

実務経験者とは，企業や公‘白機関

に」』し、て， 

の消費者に直接対‘じしている業務 

(2>4肖費折I‘りけ I2；報にI期する業務

③製品開発企11111 に関する業務

などに、 l年以 Lにわたリ j岨 21l以 

L勤務縄験のある人をいいます。 

I沼和 55 年I望に発足した消費生活

アドバィザー制度は，i“費折のニー 

ズを11・,業に反β央させるユニークな制 

I変として、各方irliから期待が寄・せら 

13.ています。 

資格取得のための通Iふ溝(44し実施

されています。 

，洋相Iは日本巌業協会 (03-50 
1-7731）にお町い合わせく！ご
さし、。 

7．響 査 

実行委員会が開催する審査会で厳 

正にtiいます” 

8．賞 

0敏優秀賞・・・l点 

（賞状及び記念品） 



⑨ 金木だより川I川I'll" 

青年海外協力 

隊 員 募 集 
青年海外協力隊貝は，現地の人マ

と~司ヒ‘ t葉を，訴し、同じところに住

み．同じらのを食ぺ、白らの刊益を

求めることなく．ひたすら開発途十

岡の新しい国つ「く リに協力して、し‘ 

す” 

青年海外協 I)隊’ド務局では．’r成

元年度秋の募集としてド記の要領てー 

隊 lIを募染します。 

記 

◇資 ’各 
2‘》I轟」‘上 L:3 1) ，凝まてン（平成元年 

I 口に3 (III現在）のIIイ司叫籍を 

」寺一J 青年男女 

◇応募方法 

'II年海外協力隊所定の蝋書を協力 

I；具事務局に期 'Iまでに提山 

◇願書締切日 

lbS;c3l I I II 3 0 II (4.:) 
（消I二Il有効） 

なお受！験票は 1 2 ii I二旬に発送し

ますカ、 12 月 1 1 LI（本）主で

に未着の場合は、協力隊‘ド務局国

内第 2‘課まてン．I川りい合わせくノご

さ、、 

◇募集規模 

約 I 5 ()職(41. 糸り I. () (I 1) 名を 

4 2 カ国、 にな募集職トkは右記に 

~L‘曳 

◇選考試験 

第 l次選考／筆記試験・技術、協 

JJ隊 Ui直正テスト．英.111 
i.:,,St2iI 1 (1711 (I1) 
各郡iこ府県で実施 

I次合格発夫 lIは I 1) 2 5 I・I（本） 

第 9 次 j魁考／面援試験・個人，技

術、健康，i今削I 
IJIt 2 準 2 Ii I :l Ii ( J.:) 

~ 2 11 2 0 II (J.:) の 1 II 
東京で‘J‘施 

2 次合格発表IIは 3 ’」 2 II（金） 

◇訓 線 

合格片は約8()IIIIりの国内合宿訓~ 

練を終了後各任国に '('Iけ出発

平I」文 2 年度 l 次隊／ 

平成 2 年 4 (III'旬訓村！開柳i 
7 Ii中旬出発 r シi 
平I此 2 年ia 2 次隊／ 

平成 2 年 1)111・旬訓U$111;J始 

~ I IIド旬III発 fシに 

平成 2 年度 3 次隊／ 

平I茂 :3 準 I ('I k旬‘甑糾iIiiI/i( 
:311ド句III発 1 定 

('~‘成 2 年,a :3 次隊は，未充厄恥t 
揮で、職場等の関係で、平成 9 年

度 1 ・2 次隊に参加できない場合

！こ~りlる，〕 

◇jI民遣 国 

本人の希望は尊・kし 上すが．受人

先のI臓務・生活」可境への適 II三お．上

び持リている技術と求ダ●‘",れて、、 

る I乞術のI隅・内容等をI憂光。 

◇派遣期間 

原則として 2 年“り．条件が盤え【ボ 

延長ら可 

◇単身赴任 

l；蒙 iiは単身杜任です‘、 

◇待 遇 等 

現地’ト活費 (I紅i 
2 6 5~ 5 1) 5 ドル 

（派遺岡によリ異なる） 

住居は原則的には相手国I攻府提II" 
または住居予当支君， 

その他に無職で参加の場合、本糾； 

，りIl糾i期川川・1 ケ II 5 万Iリ、海外在 

任中 1 ケ Ii 9 万'IIカ UI立‘,れ、帰 

I IiIlI寺ー・」舌支事含 

，洲糾i、派遺に係わる経費（含iEi" 
航空Iて）および災二‘f時保障等’ド務 

局負In 
◇現職参加 

企業、団休等に身分を継続した状 

態で協力隊に参加した場合、協力 

F象‘ド務局がiりi属先に1・Iし人門理その 

―済‘を補てんする調Ii製カあリます。 

なお，現職参加の交i歩は‘；と三願片が 

所属光とすることになリま十が、 

・般自りには受！験前に相談するニと

勤統年数が・定数以 Lであること

協力隊参加職 f'1‘が業務と関連ある

分野であるニと等を条件として、、 

る場合が多いようです。 

◇目安となる技術・技能レベル

り農十本水産音βI当 

獣医 Lは．資格取II‘が絶対条円二

となリます。 また家畜飼育は家

畜人工授相士の資格が必要とな

る場合があリます，. 
く）力II丁二剖5I"I 

この部門のはとんどが、職業訓

糾l的要素を含んでいるため、技

能 Lむどの資格を取得しておく

ことが’:'lましいでしょう‘， 

()保守操n'iII,,1 
技能士むどの資格を取得してお

くことが’:'lましし、てンしょう“白 

ifI阜格伽関係て甘よ， 2 級整備iI: 
の資格が必要とむります。 

0 1.木建築部rlI 
il叫最 I:. 建築 I:. L木施 I二1亨理 

Lなどの資格が必要です 

0保健衛生部r'! 
I矢朗i．歯科医師． ‘1,i4婦，助産

婦．f呆健婦、臨床検査技師．,l今
療放射線技師、作業療法 L．理

学据法 L、薬剤岡iなどは、資f各
取得が絶対条件となリます。 

り教介文化部IS.' 
この音ll門は、資Il，が設定されて 

‘、な、、職 f・●が多し、音l'll.にす．，理

数科教師を例にとリますと、教 

U免的1を条件とする要請もあれ

ば．大“r卒業であればよいと十

る要請し 'I、リます，, また II 本‘iSi 
教師の場合は，Ii本人なら誰てシ 

も 	と考えがちですが．実際 

には LI 本語教授法にーついて専I"I 
的を勉強をしておく ことが必嬰

です 

07..ポ‘ーツ I'. I"I 
柔道、‘を予、合気iこ．などは， 
:3 力ー応の嶋準となリます。 

その他てリよ、休育系の学枚卒業

片が有利ですが、競技歴などし

大・ドなボイン トとなリま -I二  

＊募集人貝、内容等の詳雑Iは、 I 0 
Iii二旬に確定します“お気軽にお 

片りい合わ・tとくださ‘、 

＊問い合わせ先 

'IS 年海外協力隊 

5: i s 0 
束京郡渋谷区広尾 4 一 2 一 2 4 
Tell) 314 00 7 26 1 

青森県総務剖I文書課I目際交流班 

5:0 3 0 
Ill森市長島 1 一 1-1 
TelO 1 7 7-2 21 1 I 1 1 

（内線2 2 t)9・ 

部門 I: な 募集職 ('1' 

農林
水産 

食用作物・船作・野菜・果樹・樹虫
害・農業土本‘農業機械・家畜飼育
養鵡・養蜂・獣医師・U落問発普I乏 
i［・農産物加1二・森林縄営・漁具漁
法・養殖 

加 I二 
陶磁器・竹 -I二芸・木1：・自動車板金 

ifi金・i容接・染色・印刷 

保守
操作 

L作機械・冷凍機器・医擦機器・電
気機器・電気 Iソド・電 f機器・無線
通信機‘視聴党機器・電 f・L学・iに
話交換機・電話続路・建設機械・船
敏機関・自動車整備 

土建
 
木

築
 

土木設計・ L 本強 L・測量・建築・
遣闘 

講 

医師・尚科医師・看護婦・助産掃・
保継婦・臨床検査技師・診据放射線
技師・作業療決 L・理学縦決 L・薬
剤師・養護・栄養 L 

《
文
 

I
ヒ
 

繰済・システムエンジニア・視聴党

教ガ・家政・主L芸・婦人 f供眼・
紳 L服・音楽・II本語牧師・理数科
牧師・理科教師・数学教師 

ボ

ッ
 

一
 
一
 

体fi・陸L競技・休操暁技・水泳・ 
・【 i球・バレ一ボール・柔iと・空予 

談 

I 0 月 I5 IIから21日までの 1 
週間 「行政相‘淡週川L が実施されま

す。 

行II女相談は地」或住民が俸らしの中

での行政全般に対する苫h，、．e二見． 

嬰’望に対して、行政相談委貝が 「無

料」 で r迅連」【こしカ・も「秘密 1 を

守リ、親身になって相談に応じると

ころです。 

，己 

日 時 1 011 2 0 Ii 金） 

I I)時か‘,15時まてL 
場 所 i女場 3 階中会‘准室 

相談員 1『If女相“ $1委貝 

L喋 渚ifil又 

1臨活 52 3398 
内 容 lI.'攻に関すること十ぺて 

今月の納税 

固定資産税第 3 期 

国民健康保険税第2期 

相
 

政
気
 

行
お
 

軽
 

ま

っ
」
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金 金

木 木 

7 月31日生まれ 
体重 2,690g 
金木 旭ケ丘団地 
角川 隆さんの長女 

7 JJ 2411生まれ 
体垂 2, 850g 
金木 田町 
工藤智己さんの長リj 

ん
 

！
 
や
 

,！
 
ち
 

g

み美
 

ー
 
‘
 
，
 

一
《
 
‘Jー
 

1 	' 
まさ ひろ 

真大ちゃん 

お 

く 

や 

み 
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i畢 山 間 竹 高 長 須 白 太 其 山

川 本 山 谷 僑 内 崎 Iリ IIII日 田 

固文義‘l ソナリ友助兜サ 
追 幸 男 三 メ チ せ道 ヒ郎 ョ 
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瀬 木 倉 木 倉 木 瀬 本 木 倉 木 

食立金木病貧三上俊郎 

一
‘
工
 r
 

ー
 

北
津
軽
地
方
救
急
医
擬
の
一

環
を
に
な
っ
て
い
る
金
木
病
院

救
急
外
来
、
最
近

一
年
間
（
昭

和
六
十
ニ
年
四
月

一
H
か
ら
六

十
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
〕
 

の
現
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

m
平
日
の
夜
間
救
急
外
来
 

平
日
夜
間
診
療
は
、
午
後
四

時
四
十
五
分
か
ら
翌
日
の
午
前

八
時
三
十
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

①
思
者
総
数
一
千
五
百
八
十
八

名
で
、
月
平
均
百
三
十
一
一
・
三

名
、
日
平
均
約
三

・
六
名
の
受

診
率
で
し
た
。
思
者
数
の
内
訳

は
、
内
科
五
百
二
十
八
名
（
3
3
 

・

2
%
）
、
小
児
科
四
百
八
十

九
名

（
3
0・
8
%
）
、
外
科
三

百
六
十
九
名
（

2
3・
2
%
）
、
 

お
よ
び
産
婦
人
科
二
百
四
名
（
1
2
 

・

8
%
）
で
し
た
。
 

②
新
患
者
数
は
六
百
六
十
九
名
 

(4
2・
1
%
）
、
再
米
患
者
数
 
 

九
（
十
九
名

（
5
7・
9
%
）
で

新
患
者
に
比
較
し
て
再
米
患
者

が
多
く
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
 

ー
患
者
の
主
症
状
お
よ
び
疾
患

を
ー
位
四
つ
と
其
他
に
大
別
し

ま
す
と
、
m
発
熱
三
百
三
十
一
一

名

（
加
・
9
%
）
、
②
腹
痛
三

百
二
十
名
（
加

・
1
%
）
、
⑧

外
傷
二
百
四
十
八
名
（
馬

・
6
 

%
）
、田
分
娩
百
九
十
四
名
（
1
2
 

・

2
%
）
、
⑤
其
他
四
百
九
十

四
名
（

3
1・
2
%
）
で
し
た
。
 

叩
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祭
日
の

救
急
外
来
 

土
曜
日
は
、
午
後
十
二
時
ト

五
分
か
ら
翌
日
午
前
八
時
三
十

分
ま
で
、
ま
た
H
曜
日
お
よ
び

祭
日
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
翌
日
午
前
八
時
三
ト
分
ま
で

診
察
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

①
患
者
総
数
二
千
ニ
百
二
十
名

で
、
月
平
均
約
百
八
十
五
名
で

日
平
均
約
六

・
L
名
で
し
た
。
 

②
新
患
者
数
は
九
百
ト
六
名
（
4
1
 

・

3
%
）
で
、
平
H
夜
間
の
新

思
者
率

（
4
2・
1
%
）
に
比
較

し
て
少
な
い
で
す
が
，
六
十
三

年
一
月
の
新
患
者
数
百
四
十
八

名
は
、
月
問
新
患
者
数
中
最
も

多
く
，
こ
れ
は
お
正
月
を
故
郷

で
過
ご
す
人
に
影
響
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ま
す
。
再
米
患
者
数

は
一
千
三
百
三
名
（
5
8・
7
%
)
 
 

で
、
平
日
夜
間
再
診
率

（
5
7・

 

8
%
）
に
比
較
し
て
多
く
み
ら

れ
、
特
に
連
休
の
続
く
五
月
で

は
二
百
十

一
名
と
月
聞
の
ト
ツ

プ
を
占
め
て
居
リ
ま
し
た
。
 

③
症
状
お
よ
び
疾
患
別
順
で
は
 

m
発
熱
五
百
七
十
六
名

（
2
6・

 

0
%
）
、②
外
傷
四
百
六
名
（
1
8
 

・

3
%
）
、
⑧
腹
痛
三
百
四
十

八
名
（

1
5・
6
%
）
、
④
分
娩

百
三
十
七
名
（

6
・
1
%
）
、
 

⑤
其
他
七
百
五
上

ニ
名
（
3
4・

 

0
%
）
で
し
た
。
 

平
日
夜
間
患
者
の
症
状
お
よ

び
疾
患
と
比
較
し
て
、
外
傷
と

分
娩
患
者
の
多
い
の
が
特
徴
で

し
た
。
 

⑩
急
病
患
者
は
、
平
H
は
勿
論
、
 

土

・
H
曜
日
お
よ
び
祭
日
を
問

わ
ず
何
時
で
も
診
察
を
受
け
付

け
て
居
リ
ま
す
。
六
十
二
年
度

救
急
外
来
患
者
総
数
は
三
千
八

百
八
名
で
、
そ
の
巾
六
百
一
名
 

(
1
5・
8
%
）
が
主
と
し
て
m
 

中
里
消
防
署
、
②
金
木
消
防
署
、
 

⑧
車
力
分
署
、
④
市
浦
消
防
署
、
 

⑤
稲
垣
分
署
、
⑥
小
泊
消
防
署

の
救
急
卓
に
よ
リ
患
者
が
搬
送

さ
れ
、
月
平
均
約
五
十
名
、

H
 

平
均
約
一

・
六
名
が
診
療
を
受

け
ま
し
た
。
 

傷
病
程
度
別
で
は
、
軽
症
一
一

百
六
十
四
名
（

4
3・
9
%
）
、
 

◇
お

わ
び

◇
 

金
木
だ
よ
リ
八
月
号
「
お
め

で
と
う
』
欄
で
山
巾
慎
司
ち
ゃ

ん
（
金
木
）
が
慎
治
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。
 

〇
纏

纏

〇
 

皆
さ
ん
の
す
ぐ
身
近
に
あ
る

情
報
に
つ
い
て
、
何
で
し
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

電
話
、
手
紙
何
で
も
結
構
．
 

役
場
企
画
室
広
報
広
聴
係
ま
で

電
話

5
31
2
l
l
l
（
内
即
）
 

金木病院力ルテ⑩ 

『救急外来の現況』 
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